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2このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

令和6年  第４回定例会
会期　12月３日（火）〜６日（金）

12/３ 一般質問	 寺嶋議員� （Ｐ２）
	 中津川議員･秋田谷議員�（Ｐ３）
	 飯田議員･井上議員� （Ｐ４）
	 武尾議員･田代議員� （Ｐ５）

12/４ 一般質問	 南雲議員･北村議員� （Ｐ６）
	 吉田議員� （Ｐ７）
議案審議等
　　議案８件（条例・規約変更・補正予算）

12/５ 委員会審査	 総務文教常任委員会（条例）
	 産業厚生常任委員会（条例）

12/６ 議案審議等	 委員会報告３件（条例）、議案５件
（名誉町民、同意）、選挙２件、報告ほか

　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。
　町では、一般質問の録画映像をYouTubeにて公開しています。
　スマートフォン等をご利用の方は、各議員のＱＲコードを読み取りご覧ください。パソコン等から視聴され
る方は「松田町議会 YouTube」と検索していただくと、ご覧いただけます。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
「
の
る
ー
と
足
柄
」
の
運

賃
改
定
及
び
運
行
体
制
の
変

更
に
つ
い
て
、
11
月
か
ら
の

実
施
開
始
日
が
延
期
に
な
っ

た
が
、
運
輸
局
の
許
可
は
い

つ
頃
下
り
る
の
か
。
現
在
の

利
用
状
況
と
持
続
可
能
な
交

通
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
に

会
員
を
増
や
す
こ
と
な
ど
、

今
後
の
運
行
や
料
金
の
見
直

し
に
関
す
る
対
策
と
方
針
に

つ
い
て
。

オンデマンドバスは持続
可能な運行に向け、運賃
や車両台数及びバス停等
の見直しを検討
回答（町長）

11
月
26
日
に
運
輸
局
か

ら
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
12

月
１
日
よ
り
改
定
運
賃
で
の

運
行
を
開
始
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
10
月
末
現
在
ま

で
の
乗
車
回
数
は
、
12
か
月

間
の
合
計
で
２
７
６
８
７
回
。

１
日
１
台
あ
た
り
平
均
24
．

９
回
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

持
続
可
能
な
事
業
に
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
運
行
計
画
や

運
賃
の
見
直
し
、
車
両
台
数

及
び
バ
ス
停
等
の
再
検
討
を

行
う
。国

土
交
通
省
は
、
能
登

半
島
地
震
を
受
け
て
の
緊
急

調
査
で
災
害
拠
点
へ
つ
な
が

る
水
道
管
路
等
の
耐
震
化
は

15
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

公
表
。
能
登
に
お
け
る
被
災

地
の
一
部
で
は
、
水
道
施
設

の
断
水
が
長
期
化
し
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
水
道
施
設
の

耐
震
化
の
進
捗
状
況
と
耐
震

化
計
画
な
ど
に
つ
い
て
。

耐
震
化
の
方
向
性
と
し

て
は
、
上
水
道
の
管
路
は
令

和
11
年
度
頃
か
ら
耐
用
年
数

を
迎
え
、
避
難
所
や
病
院
な

ど
重
要
な
拠
点
施
設
に
つ
な

が
る
主
要
管
路
を
優
先
的
に

耐
震
化
し
て
い
く
。
今
後
、

水
道
事
業
運
営
審
議
会
等
か

ら
の
ご
意
見
を
伺
い
、
施
設

更
新
計
画
や
耐
震
化
計
画
に

基
づ
き
安
全
性
を
高
め
て
い

く
。

　
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で

の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質

問
の
ほ
か
条
例
（
新
設
２
件
・
一
部
改
正
３
件
）、

組
合
規
約
の
変
更
１
件
、
補
正
予
算
２
件
、
名
誉

町
民
の
推
挙
１
件
、
同
意
４
件
を
審
議
し
、
選
挙

２
件
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、「
松
田
町
寄
地
域
活
性
化
拠
点
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
、「
松
田
町
地
区
整
備
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」、

「
松
田
町
寄
み
や
ま
運
動
広
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
し
、
各

委
員
会
よ
り
本
会
議
で
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
と

�

水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員

運行中のAIオンデマンドバス
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今
年
は
能
登
半
島
の
ダ
ブ

ル
災
害
な
ど
自
然
災
害
の
多

い
年
に
な
り
、
本
町
に
お
い

て
も
８
月
末
の
記
録
的
豪
雨

に
よ
り
災
害
が
多
発
し
た
。

そ
こ
で
、
町
の
防
災
体
制
等

に
つ
い
て
伺
う
。

大
規
模
災
害
時
に
行
政

自
ら
が
被
災
し
、
利
用
で
き

る
資
源
に
制
限
が
あ
る
状
況

下
に
お
い
て
優
先
的
に
実
施

す
べ
き
業
務
を
特
定
す
る

「
業
務
継
続
計
画
」
の
策
定

状
況
に
つ
い
て
。

現
在
は
、
地
域
防
災
計

画
や
職
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
に
業
務
継
続
計
画
で
必

須
と
さ
れ
て
い
る
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
独
立

し
た
業
務
継
続
計
画
は
策
定

し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、

各
部
署
の
上
位
計
画
と
し
て

独
立
し
た
業
務
継
続
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
。

災
害
リ
ス
ク
の
増
大
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

行
政
と
自
主
防
災
組
織
と
の

連
携
や
支
援
に
つ
い
て
。

独立した業務継続計
画の策定に前向きに
取り組む

回答（町長）

自
主
防
災
能
力
向
上
の

た
め
、
老
朽
化
し
た
資
機
材

や
防
災
倉
庫
の
更
新
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
自
主
防
災

会
が
策
定
す
る
地
区
防
災
計

画
を
支
援
す
る
た
め
来
年
度

は
防
災
リ
ー
ダ
ー
教
育
に
組

み
込
む
。

地
球
温
暖
化
に
伴
う
大

雨
の
頻
度
の
増
加
や
台
風
の

強
度
の
増
大
な
ど
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
け

る
水
害
対
策
や
土
砂
災
害
対

策
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

ハ
ー
ド
対
策
で
あ
る
河

川
整
備
や
砂
防
施
設
の
設
置

に
つ
い
て
は
県
に
要
望
し
、

護
岸
整
備
な
ど
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、

気
象
情
報
な
ど
に
よ
り
夜
間

に
大
雨
が
想
定
さ
れ
る
場
合

に
は
お
年
寄
り
な
ど
避
難
に

時
間
を
要
す
る
ひ
と
が
容
易

に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
避

難
所
の
開
設
や
避
難
情
報
を

日
中
の
明
る
い
時
間
に
発
信

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

令
和
５
年
12
月
定
例
会

の
一
般
質
問
の
際
に
、
あ
ま

り
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い

町
有
地
に
若
年
層
や
子
育
て

世
帯
の
町
民
を
増
加
さ
せ
る

た
め
に
も
住
宅
整
備
を
考
え

る
と
、
お
答
え
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
具
体
的
な
目
標

や
計
画
な
ど
に
着
手
し
た
り

発
案
さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

町
有
地
で
、
比
較
的
中

高
層
住
宅
用
に
利
用
で
き
る

土
地
は
、
４
か
所
程
あ
る
。

町有地の有効利
用を町民と議論
していく

回答（町長）

　
一
部
敷
地
内
に
少
数
な
が

ら
入
居
者
や
、
住
宅
が
残
り
、

住
民
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。
将
来
に
向
け
高
層
化
住

宅
の
建
設
は
、
人
口
増
加
策

に
は
有
効
な
方
法
で
あ
り
、

民
間
事
業
者
へ
の
貸
付
や
売

却
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く
官

民
連
携
事
業
の
手
法
な
ど
、

そ
の
地
域
の
事
情
に
合
っ
た

住
宅
整
備
を
進
め
て
い
く
。

旧
土
木
事
務
所
跡
地

（
現
ス
プ
ラ
ポ
）
と
建
物
は

取
得
時
の
条
件
な
ど
で
、
限

定
期
間
内
は
現
状
の
ま
ま
利

活
用
す
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
限
定
期
間
と
は
、
い
つ

ま
で
と
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
期
間
終

了
後
の
施
設
等
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
方
向
性
や
計
画
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

旧
松
田
土
木
事
務
所
の

用
地
は
、
神
奈
川
県
に
よ
る

10
年
間
の
制
限
が
あ
る
。
現

在
、
松
田
町
は
大
規
模
事
業

や
広
域
事
業
を
控
え
て
お
り
、

財
政
状
況
や
社
会
情
勢
、
公

共
施
設
の
個
別
計
画
を
鑑
み

な
が
ら
町
の
活
性
化
を
第
一

に
考
え
、
総
合
的
に
町
有
地

利
用
を
考
え
る
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

�

推
進
に
つ
い
て

質
問
者

　
中
津
川  

定
雄
　
議
員

町
民
増
加
の
た
め
の
町
有
地
の

�

有
効
利
用
と
町
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て

質
問
者

　
秋
田
谷  

光
彦
　
議
員

更新予定の防災倉庫

町営町屋住宅（ラ・メゾンカラフル町屋）

スプラポ（旧松田土木事務所）
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日
本
の
食
料
自
給
率
は

ピ
ー
ク
だ
っ
た
１
９
６
５
年

の
73
％
か
ら
２
０
０
０
年
以

降
は
40
％
前
後
で
低
迷
し
て

い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
や
農

地
面
積
の
減
少
等
、
食
料
安

保
と
呼
ば
れ
る
農
業
を
め
ぐ

る
諸
情
勢
が
一
層
激
し
さ
を

増
す
中
、
農
業
生
産
の
基
盤

で
あ
る
農
地
の
確
保
及
び
そ

の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
耕
作
放
棄
地
等
の

有
効
利
用
が
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
以
下
に
つ
い
て
質
問
を
し

ま
す
。松

田
町
に
お
い
て
、
現

状
の
耕
作
放
棄
地
、
荒
廃
農

地
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

本
町
の
遊
休
農
地
は
、

令
和
５
年
度
の
耕
作
及
び
作

付
面
積
１
３
５
ha
に
対
し
て

51
・
３
ha
で
38
％
が
遊
休
農

地
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増

加
し
て
い
る
。

環
境
面
を
含
む
影
響
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

環
境
面
で
の
影
響
は
、

遊
休
農
地
の
増
加
に
よ
り
雑

草
の
繁
茂
が
近
隣
住
民
に
迷

惑
を
か
け
、
景
観
の
悪
化
や

害
虫
の
発
生
、
有
害
獣
の
す

み
か
と
化
し
、
懸
命
に
営
農

を
続
け
て
お
ら
れ
る
農
家
さ

ん
の
営
農
意
欲
の
低
下
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

成果は徐々に
上がっている

回答（町長）

今
後
の
耕
作
放
棄
地
、

荒
廃
農
地
の
対
策
を
お
伺
い

し
ま
す
。

新
規
就
農
者
に
対
す
る

支
援
補
助
金
及
び
、
農
地
バ

ン
ク
に
よ
る
、
貸
し
手
と
借

り
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
令

和
５
年
度
は
５
件
、
令
和
6

年
度
で
は
現
時
点
で
13
件
の

見
込
み
で
あ
る
な
ど
成
果
は

徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
。
急

速
に
進
む
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
を
要
因
と
し
て
増

加
す
る
遊
休
農
地
は
、
新
規

就
農
者
の
増
加
を
図
り
、
遊

休
農
地
の
解
消
を
目
指
し

マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

昭
和
53
年
建
築
の
寄
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、

寄
地
区
の
中
心
的
な
位
置
付

で
あ
る
が
、
今
後
の
改
築
、

改
修
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。施

設
の
老
朽
化
を
踏
ま

え
、
今
後
の
改
修
の
方
向
性

は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
の
要
望
や
ニ
ー
ズ

を
伺
い
、
寄
地
区
活
性
化
協

議
会
の
意
見
を
参
考
に
、
物

価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
等
を

踏
ま
え
、
観
光
情
報
の
発
信

拠
点
や
地
域
活
性
化
の
場
と

し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
大

規
模
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
の
交
付
金
を
活
用
し
令
和

７
年
度
中
の
工
事
完
了
を
目

指
す
。寄自然休養村管理センターは

まちづくり座談会の要望や
ニーズを伺い、寄地区活性化
協議会の意見を参考に進める
回答（町長）

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

飲
料
水
・
生
活
用
水
の
確
保

を
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

災
害
時
の
飲
料
水
と
し

て
耐
震
性
貯
水
槽
、
緊
急
遮

断
弁
を
持
つ
配
水
池
の
飲
料

水
や
備
蓄
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

確
保
し
て
お
り
、
避
難
所
へ

の
給
水
所
設
置
や
生
活
用
水

の
提
供
を
段
階
的
に
実
施
。

　
自
治
体
間
協
定
や
民
間
企

業
の
協
力
を
活
用
し
、
広
域

的
な
支
援
体
制
を
確
立
す
る
。

　
配
水
池
に
あ
る
飲
料
水
は

４
９
７
万
ℓ
で
、
16
万
６
千

人
分
、
町
民
16
日
分
の
量
と

な
る
。

　
町
で
は
、
防
災
井
戸
の
運

用
は
や
っ
て
い
な
い
。

松
田
町
の
耕
作
放
棄
地
対
策
は

質
問
者

　
飯
田
　
一
　
議
員

寄
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、

災
害
時
の
生
活
用
水
確
保
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

弥勒寺地区さつま芋の収穫

神山配水池

寄自然休養村管理センター
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待
機
児
童
の
現
状
に
つ

い
て
。11

月
末
時
点
で
の
待
機

児
童
は
０
歳
児
２
人
、
１
歳

児
２
人
計
４
人
で
す
。
年
度

初
め
で
大
方
の
定
員
が
埋
ま

る
た
め
年
度
途
中
の
入
園
は

例
年
難
し
い
状
態
で
あ
る
。

途
中
入
園
の
申
込
手
続

き
の
状
況
は
。

随
時
申
込
を
受
付
け
て

お
り
、
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
確
認
し
た
上
で
、
入
園

希
望
の
前
々
月
の
末
日
ま
で

に
申
込
を
完
了
し
た
方
を
対

象
に
、
入
所
の
調
整
・
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

母
子
手
帳
発
行
時
に
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
等
行
い
長
期
的
な

保
育
計
画
は
た
て
ら
れ
な
い

の
か
。母

子
健
康
手
帳
交
付
の

際
や
、
出
産
後
の
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
の
際
も
、
そ
の
都
度
ヒ

ア
リ
ン
グ
は
行
っ
て
い
る
が
、

長
期
的
な
保
育
計
画
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

保
育
士
不
足
問
題
に
つ

い
て
。さ

く
ら
保
育
園
は
児
童

定
数
が
多
い
た
め
、
年
に

よ
っ
て
は
確
保
が
難
し
い
。

待機児童ゼロの
町をめざします

回答（町長）

保
育
士
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
。

職
員
の
経
験
年
数
や
職

責
等
に
応
じ
て
、
国
が
決
定

し
た
公
定
価
格
に
よ
る
処
遇

改
善
に
基
づ
き
給
付
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
独
自
の
支
援

と
し
て
、
雇
用
経
費
と
し
て

活
用
出
来
る
よ
う
、
保
育
対

策
支
援
事
業
補
助
金
を
予
算

計
上
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

今
後
保
育
園
と
幼
稚
園

の
間
で
先
生
同
士
が
交
流
を

持
ち
待
機
児
童
の
解
消
を
図

れ
な
い
も
の
か
。

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。
高

ま
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

た
め
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の

人
事
交
流
も
含
め
て
、
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
講
じ
て
待
機
児

童
ゼ
ロ
の
町
を
め
ざ
し
て
い

く
。

　
西
平
畑
公
園
は
松
田
山

の
活
性
化
策
の
目
玉
と
し

て
、
平
成
７
年
に
ハ
ー
ブ
館

（
園
）
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
30
年
近
く
が
経
過
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ハ
ー
ブ
館

を
始
め
、
公
園
内
に
整
備
さ

れ
た
遊
具
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど

の
施
設
は
老
朽
化
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
令
和
５
年
７
月
か

ら
「
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｉ
合
同
会

社
」
が
、
指
定
管
理
者
と
し

て
管
理
運
営
を
し
て
い
ま
す

が
、
収
支
面
で
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
西
平
畑
公
園
の

今
後
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

公
園
内
の
老
朽
化
し
た

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ

い
て
。

ハ
ー
ブ
園
内
散
策
路
は

老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
観

光
庁
の
補
助
を
受
け
て

５
０
０
万
円
程
の
工
事
を
12

月
か
ら
行
う
。
ハ
ー
ブ
館
や

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
遊
具
な
ど
の
補

修
は
公
園
内
施
設
整
備
計
画

を
策
定
す
る
と
共
に
、
公
共

施
設
整
備
計
画
と
の
整
合
性

を
図
っ
て
い
く
。

公園内施設整備計画
を策定する

回答（町長）

収
支
面
で
厳
し
い
状
況

に
あ
る
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
。

指
定
管
理
者
の
決
算
は

年
間
６
０
０
万
円
程
赤
字
に

な
っ
て
い
る
。
施
設
の
魅
力

向
上
の
た
め
の
改
修
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
推
進
し
、

赤
字
経
営
か
ら
脱
す
る
よ
う

な
方
策
を
展
開
し
て
い
く
。

西
平
畑
公
園
の
入
込
客

と
年
間
を
通
し
て
の
活
性
化

策
に
つ
い
て
。

ハ
ー
ブ
園
内
に
八
重
桜

を
植
栽
し
て
、
４
月
～
６
月

の
誘
客
活
動
を
図
る
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
か
ら
ド
ッ
ク
ラ

ン
エ
リ
ア
の
提
案
を
受
け
て

い
る
の
で
、
関
係
機
関
と
調

整
し
諸
問
題
を
ク
リ
ア
で
き

れ
ば
活
性
化
策
の
一
案
と
し

て
取
り
組
み
た
い
。

松
田
町
の
待
機
児
童
の
現
状

�

対
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
武
尾
　
哲
治
　
議
員

西
平
畑
公
園
の

�

活
性
化
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

松田さくら保育園

西平畑公園及び松田山ハーブガーデン



6このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

５
歳
児
健
診
を
導
入
す

る
こ
と
で
発
達
障
害
が
発
見

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
、
ケ

ア
が
で
き
小
学
校
生
活
に
備

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現

在
の
町
の
健
診
は
３
歳
児
健

診
以
降
、
就
学
時
健
診
ま
で

健
診
が
あ
り
ま
せ
ん
が
導
入

に
向
け
て
の
お
考
え
は
。

５
歳
児
健
診
導
入
で
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
幼
児

に
対
し
早
期
介
入
が
で
き
、

保
護
者
の
課
題
の
気
付
き
や

生
活
へ
の
適
応
が
向
上
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
学
童
期
の

不
登
校
発
生
数
が
減
少
し
た

と
い
う
研
究
結
果
も
あ
る
。

令
和
７
年
度
よ
り
実
施
す
る

方
向
で
準
備
を
進
め
る
。

５
歳
児
健
診
に
お
い
て

所
見
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
県
設
置
の
療
育
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
人
材
の
確
保

を
し
て
い
く
お
考
え
は
。

町
単
独
で
は
む
ず
か
し

い
と
考
え
る
の
で
、
広
域
で

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

５歳児健診・「こども誰
でも通園制度」の導入
をめざす

回答（町長）

保
育
園
に
子
ど
も
を
預

け
る
た
め
に
は
就
労
等
の
条

件
が
必
要
で
、
未
就
園
の
子

ど
も
の
支
援
や
、
自
宅
で
子

ど
も
と
向
き
合
い
続
け
疲
弊

し
た
り
す
る
未
就
労
の
親
に

支
援
が
届
く
よ
う
に
、「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の

導
入
が
令
和
８
年
度
か
ら
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
導
入

に
向
け
て
の
お
考
え
は
。

対
象
と
な
る
の
は
、
松

田
さ
く
ら
保
育
園
、
な
の
は

な
保
育
園
、
足
柄
上
病
院
内

つ
く
し
園
が
あ
る
。
実
施
に

向
け
て
、
条
例
の
整
備
や
町

内
保
育
事
業
者
へ
の
説
明
や

協
議
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
保
育
士
不
足
や
、

施
設
の
整
備
な
ど
の
課
題
を

ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
課
題
等
を
確
認
、
調
整

を
し
て
令
和
８
年
度
実
施
を

め
ざ
す
。

今
年
６
月
の
定
例
会
で
、

小
一
の
壁
対
策
の
た
め
の
朝

の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、
小
学
校
の
７
時
開

門
の
一
般
質
問
を
し
、
ニ
ー

ズ
調
査
を
す
る
と
の
回
答
を

頂
き
ま
し
た
が
、
結
果
は
。

10
月
に
来
年
度
以
降
、

小
学
校
に
入
学
を
予
定
し
て

い
る
松
田
さ
く
ら
保
育
園
の

52
人
と
、
町
立
幼
稚
園
の
保

護
者
の
方
81
人
の
計
１
３
３

人
を
対
象
に
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
。
92
人
の
方
か
ら
回
答

が
あ
り
、
42
人
の
方
が
朝
の

居
場
所
が
あ
れ
ば
利
用
し
た

い
と
の
回
答
を
頂
い
た
。
希

望
す
る
開
始
時
間
は
、
利
用

し
た
い
方
42
人
中
、
7
時
か

ら
が
1
人
、
7
時
15
分
か
ら

が
8
人
、
7
時
半
か
ら
が
29

人
、
7
時
50
分
か
ら
が
3
人
、

1
人
が
未
回
答
だ
っ
た
。

今
後
の
対
応
は
。

実
証
事
業
と
し
て
松
田

小
学
校
全
児
童
を
対
象
に
来

年
２
月
を
目
途
に
朝
の
居
場

所
を
提
供
す
る
取
組
を
進
め

る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
は

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
で
も

あ
る
一
方
、
児
童
の
発
達
や

安
全
の
確
保
が
最
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
十

分
な
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る

重
要
性
の
啓
発
や
、
早
朝
で

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
保

護
者
の
責
任
に
お
い
て
小
学

校
ま
で
お
送
り
い
た
だ
く
な

ど
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
と

な
る
。
今
後
、
保
護
者
や
見

守
り
の
方
々
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

放
課
後
の
子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て
は
、
学
童
保
育

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
、

よ
り
一
層
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
今

年
９
月
の
一
般
質
問
で
松
田

町
人
財
バ
ン
ク
と
の
連
携
を

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
お
考

え
は
。教

育
委
員
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
や
現
場
の
支
援
員
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

松田小学校全児童を対
象に来年２月を目途に
朝の居場所を提供する
取組を進める
回答（町長）

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
を
問
う

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子
　
議
員

朝
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

�

つ
い
て

質
問
者

　
北
村
　
和
士
　
議
員

松田小学校正門前

なのはな保育園
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松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
機
能
・
整
備
に
つ
い

て
、
８
月
31
日
の
豪
雨
で
は
、

松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

は
「
避
難
所
」
と
し
て
案
内

が
さ
れ
た
が
、
雨
漏
り
で
電

気
室
に
水
が
入
り
込
み
停
電

が
生
じ
た
。
雨
漏
り
に
対
す

る
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

修
繕
を
重
ね
な
が
ら
運
営
を

し
て
い
る
。
直
近
で
は
地
方

創
生
の
補
助
金
を
活
用
し
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
を
整
備
す

る
と
同
時
に
必
要
な
補
修
工

事
を
行
い
、
延
命
化
を
図
っ

て
き
た
。
ま
た
、
電
気
室
の

漏
水
に
つ
い
て
、
排
水
を
確

保
す
る
な
ど
の
修
繕
を
行
っ

た
。

今
年
の
１
月
に
総
務
文

教
常
任
委
員
会
と
し
て
、
天

井
裏
や
屋
上
を
視
察
し
た
時

に
、
天
井
裏
は
、
雨
漏
り
の

水
を
貯
め
る
シ
ー
ト
に
、
晴

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

す
で
に
水
が
た
ま
っ
て
お
り
、

日
常
的
に
雨
漏
り
は
起
こ
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
印
象
で

あ
っ
た
。
旧
中
央
公
民
館
部

分
の
屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
は

朽
ち
て
は
が
れ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
部
分
が
な
ぜ
修
繕

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

地道に修繕や
サービスの向上
をすすめたい

回答（教育長）

財
政
状
況
が
許
せ
ば
、

全
面
改
修
も
行
い
た
い
が
、

現
在
の
状
況
で
は
財
源
不
足

に
陥
る
の
で
手
を
付
け
ら
れ

な
い
。学

習
セ
ン
タ
ー
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
の
充
実
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
か
。

施
設
予
約
の
受
付
け
や

図
書
館
の
本
や
Ｃ
Ｄ
の
貸
し

出
し
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
。
利
用
者
に

は
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
の
環
境
を
整

え
て
い
る
。

ホ
ー
ル
や
図
書
館
、
会

議
室
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
や
充
電
設

備
等
の
設
置
の
考
え
は
。

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
に
つ
い
て

は
、
現
状
で
は
貸
し
出
し
で

対
応
し
た
い
。
予
算
が
許
せ

ば
順
次
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
考
え
た
い
。

12月�第４回定例議会
・一般質問
・議案審議　他

６月�第２回定例議会
・一般質問
・議案審議　他

９月�第３回定例議会
・令和６年度決算審査
・一般質問
・議案審議　他

３月�第１回定例議会
・令和７年度予算審査
・一般質問
・議案審議　他

総務文教常任委員会（６人)� ：政策推進課、総務課、税務課、町民課、議会事務局、
� 　�教育委員会等に関する事務及び他の常任委員会に属さない事務の調査

及び議案、請願、陳情等の審査
産業厚生常任委員会（６人)� ：観光経済課、まちづくり課、環境上下水道課、福祉課、
� 　�子育て健康課等に関する事務の調査及び議案、請願、陳情等の審査
議会広報広聴常任委員会（６人)�：年４回の議会だよりの編集、議会報告会等の企画
議会運営委員会（６人)� ：会期日程等の議会運営に関する事項の協議

※委員会活動とは� 全議員12人が２つの委員会に所属

・�定例議会と定例議会の間に審議すべき
議案がある場合、臨時議会が開催され
る
・�年間を通して、委員会活動

※
と議会全員

協議会（原則月１回）が行われる

２月中旬　松田町が
令和７年度予算概要を

発表

松田町議会 １年の流れ（令和７年（予定））

松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

�

施
設
整
備
に
つ
い
て

質
問
者

　
吉
田
　
功
　
議
員

松田町生涯学習センター
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第４回  松田町議会定例会審議結果一覧（12月議会）
※�平野由里子議長は採決には加わらない。また、議案61は平野議長が退席したので、南雲まさ子副議長が議長
の職を務めたため採決には加わらなかった。

◯全員賛成で可決した議案
議案等番号 議案名等

議案54 松田町地区整備計画の区域内における建築物の制限に関する条例（産業厚生常任委員会報告）
◎神山地区の用途地域変更に伴い、既定２条例と統合するための新規条例

議案55 松田町税条例の一部を改正する条例
◎地方税法等の一部改正に伴い、固定資産税の課税標準の特例を見直すための条例改正

議案56

松田町地域包括支援センターの包括的支援業務を実施するために必要なものに関する基準を定
める条例及び松田町指定介護予防支援の人員の員数並びに支援の事業の運営及び介護予防のた
めの効果的な支援の方法等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
◎介護保険法施行規則等の一部改正に伴う条例改正

議案57
松田町寄みやま運動広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例（産業厚生常任委
員会報告）
◎リニューアルした松田町寄みやま運動広場の名称変更と料金改定に伴う条例改正

議案58 足柄上衛生組合規約の変更について
◎広域ごみ処理施設の設置及び管理に関することを共同処理するための規約変更

議案60 令和６年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）
◎寄診療所における予防接種等に係る補正予算

議案61 松田町名誉町民の推挙について

同意７ 監査委員の選任について

同意８ 固定資産評価審査委員会委員の選任について

同意９ 人権擁護委員の推薦について

同意10 教育委員会委員の任命について

△賛成・反対があった議案 ○…賛成　●…反対　可…可決

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北

村

和

士

武

尾

哲

治

吉

田
　

功

中
津
川�

定
雄

秋
田
谷�

光
彦

古
谷�

星
工
人

田

代
　

実

井
上　

栄
一

南
雲�

ま
さ
子

飯

田
　

一

寺

嶋
　

正

議案53
松田町寄地域活性化拠点施設の設置及び管理に関する条例
（総務文教常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案59
令和６年度松田町一般会計補正予算（第６号）
◎旧寄中学校整備事業の財源補正、コロナワクチンの個別
予防接種、ハーブガーデン園路補修工事等に係る補正予算

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
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条　
　
例

▼
議
案
53　
松
田
町
寄
地
域

活
性
化
拠
点
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
旧
寄
中
学
校
の
位
置
付
け

を
明
確
化
し
、
利
活
用
を
推

進
す
る
た
め
に
、
行
政
財
産

に
変
更
す
る
新
規
条
例
。
総

務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

し
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
地
域
の
活

性
化
、
交
流
人
口
、
関
係
人

口
の
増
加
に
繋
が
る
拠
点
と

な
る
も
の
と
判
断
し
、
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
し
た
委
員
会

報
告
を
本
会
議
で
行
い
、
討

論
を
行
っ
て
、
賛
成
多
数
で

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

⑴
寄
小
学
校
の
児
童
の
登
下

校
や
校
庭
使
用
時
も
含
め
、

児
童
の
安
全
を
確
保
さ
れ
た

い
。

⑵
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に

十
分
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

⑶
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と
り
、

多
く
の
人
が
活
用
で
き
る
管

理
・
運
営
を
図
ら
れ
た
い
。

▼
議
案
54　
松
田
町
地
区
整

備
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
適
正
な
都

市
機
能
と
健
全
な
都
市
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

条
例
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛

成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
域
振
興
と
良
好

な
住
環
境
の
保
全
を
目
指
し
、

地
域
住
民
と
事
業
者
が
「
共

存
・
共
栄
」
で
き
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
旨
の
委
員
会
報

告
を
本
会
議
で
行
い
、
賛
成

全
員
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
議
案
57　
松
田
町
寄
み
や

ま
運
動
広
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
賛
成
全
員
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
持
続
的
な
施
設
運

営
を
図
る
た
め
に
、
適
正
な

定
例
会
の

審
議
の
抜
粋

利
用
料
金
を
維
持
で
き
る
よ

う
必
要
に
応
じ
て
確
認
・
検

討
さ
れ
た
い
旨
の
委
員
会
報

告
を
本
会
議
で
行
い
、
賛
成

全
員
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

名
誉
町
民

▼
議
案
61　
松
田
町
名
誉
町

民
の
推
挙
に
つ
い
て

　
町
政
の
発
展
に
顕
著
な
貢

献
を
さ
れ
た
功
績
と
栄
誉
を

た
た
え
、
松
田
町
名
誉
町
民

条
例
に
規
定
さ
れ
た
、
名
誉

町
民
の
称
号
を
贈
る
た
め
、

次
の
方
が
提
案
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

�

平ひ
ら

野の

興こ
う

二じ　
氏

同　
　
意

▼
同
意
７　
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
12
月
31
日
を
も
っ
て
監
査

委
員
が
退
任
す
る
た
め
、
次

の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

�

吉よ
し

田だ

利と
し

光み
つ　
氏

▼
同
意
８　
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る

た
め
、
次
の
方
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

�

吉よ
し

田だ

宏ひ
ろ

武む　
氏

▼
同
意
９　
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る

た
め
、
次
の
方
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

�

内う
ち

田だ

晴は
る

康や
す　
氏

▼
同
意
10　
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る

た
め
、
次
の
方
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

�

橋は
し

本も
と

整ま
さ

和か
ず　
氏

選
挙
結
果

●
松
田
町
外
二
ケ
町
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
３
月
27
日
を
も

っ
て
組
合
議
会
議
員
の
任
期

が
満
了
す
る
た
め
選
挙
を
行

い
、
次
の
方
が
指
名
推
薦
に

よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

�

田た

代し
ろ

実み
の
る　
氏

�

井い
の

上う
え

栄え
い

一い
ち　
氏

�

寺て
ら

嶋し
ま

正ま
さ
し　
氏

�

吉よ
し

田だ

功い
さ
お　
氏

�

武た
け

尾お

哲て
つ

治じ　
氏

�

大お
お

舘だ
ち

秀ひ
で

孝た
か　
氏

●
南
足
柄
市
外
五
ケ
市
町
組

合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
　
令
和
７
年
２
月
19
日
を
も

っ
て
組
合
議
会
議
員
の
任
期

が
満
了
す
る
た
め
選
挙
を
行

い
、
次
の
方
が
指
名
推
薦
に

よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

�

北き
た

村む
ら

和か
ず

士し　
氏

旧寄中学校

用途地域の変更等を行う神山地区

人工芝工事が完成した寄みやま運動広場
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議案第53号　松田町寄地域活性化拠点施設の設置
 及び管理に関する条例 【討論】
反対討論 井上　栄一　議員
　この条例は、旧寄中学校校舎の利活用を推進するた
めに、普通財産であった旧寄中校舎を行政財産として
民間事業者に対し活用してもらうために公共用財産に
変更する条例であります。
　行政財産とは、普通地方公共団体において公用又は
公共用に供する財産であり、普通財産とは行政財産以
外の公有財産です。
　ここで、今まで民間事業者に普通財産として貸し付
けていた旧寄中校舎を国のデジタル田園都市国家構想
交付金による助成を受けて大改修工事を行います。
　国の助成金を受けて行う建物は、行政財産・公共
用財産であるため、また１２月補正予算で計上された
３８００万円の地方債を借りる場合でも公共用財産でな
くてはならないため、「寄地域活性化拠点施設の設置
及び管理に関する条例」により旧寄中校舎を普通財産
から公共用財産に変更する条例を設置しなくてはいけ
ないためです。
　公共用財産とは、行政財産の中でも、特に一般の
人々が直接利用することを目的としたもので、道路、
学校、図書館、公民館、町営住宅、公園などです。
　民間事業者が、旧寄中校舎を利用して農業アカデ

ミーや鶏肉加工を行っている施設、この条例が通った
としても、民間事業者の営利事業内容は変わらない、
民間事業者が施設で事業を行っている場合、一般の
人々が利用できるとは考えられません。
　また、旧寄中校舎大規模改修工事の事業費の財源
は、国デジタル田園都市構想交付金以外の町が負担す
る一般財源については、現在の利活用事業者が来年度
から負担するとしています。町が補正予算で計上して
いる地方債の元利償還金の返済分も事業者が負担する
と言っています。
　このように地方自治を、地方財政の観点から、議会
はしっかりと判断しなければなりません。
　県の担当者も、議会がこの施設を条例で普通財産か
ら公共用財産へと変更する設置条例を議決し、施設を
公共用財産としたのであれば、地方債を発行できると
言っています。
　本当に現状の旧寄中校舎を公共用財産だと判断する
のでしょうか。この条例を議決した議会にも責任があ
ります。
　以上から、議案第５３号松田町寄地域活性化拠点施設
の設置及び管理に関する条例に強く反対します。

賛成討論 北村　和士　議員
　寄地域はその名の通り、人々が集い、支え合いなが
ら発展してきた地域です。この地域は松田町にとって
欠かせない場所であり、自然や文化、住民の温かさな
ど、まだまだ多くの可能性を秘めています。
　しかし、現在、少子高齢化や人口減少により地域の
活力が損なわれつつあります。こうした現状を前に、
私たちは立ち止まることなく、この地域の未来を切り
開くために行動しなければなりません。
　本条例案は、旧寄中学校という地域の象徴的な施設
を活用し、地域活性化の拠点として生まれ変わらせる
ものです。もちろん、この条例案に完璧を求めれば改
善すべき点があるのかもしれません。しかし、今ここ
で議論すべきは、この施設が寄地域の未来のための一
助となり得るかどうかです。そして私たち全員が、こ
の条例案に込められた可能性と期待をどう支え、具体
的な成果に結びつけていくかということだと考えます。
　旧寄中学校を普通財産から行政財産に変更すること
で、使用目的が明確化され、町民が利用し易くなりま
す。また、起債が可能になることで、その一部が交付
税にて町に戻り、町負担が減少。その分、現金が残れ
ば、次のステップに活用することが出来るなどの財政

上の利点も大きくあります。
　また、指定管理者制度を利用できることになること
から、民間の知見を活用した柔軟かつ効率的な運営が
実現し、地域外からも人々を呼び込むことも可能です。
　この施設が設置されることで、寄地域には新たな交
流や活動の場が生まれ、住民が地域に更に誇りを持て
る環境が整備されるでしょう。施設を利用する人々が
増えれば、地域経済の活性化にもつながります。そし
て何より、住民が「私たちの地域には未来がある」と
胸を張って言えるような成果が期待されます。
　寄地域は松田町の未来を支える重要な地域です。寄
が元気になれば松田町全体が活力を取り戻します。そ
の第一歩として、この条例案は非常に重要な意味を持っ
ています。ここからが正念場です。これからの課題や
改善点は、住民や関係者全員で知恵を出し合いながら
進めていけば良いのです。
　寄地域の未来を見据え、この施設が地域の再生と発
展に寄与する可能性を信じ、本条例案への賛同をお願
い申し上げます。この挑戦を成し遂げ、寄地域を次の
世代へ誇れる地域として残していきましょう。
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第４回  松田町議会臨時会審議結果一覧（10月25日）
◯全員賛成で可決した議案� ※�平野由里子議長は採決には加わらない。
議案等番号 議案名等

承認２ 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度松田町一般会計補正予算（第４号））
◎第５０回衆議院選挙等に係る執行経費のための補正予算

議案42 工事請負契約の締結について（令和６年度松田町立松田中学校太陽光発電設備整備工事）
◎契約金額：８３,6００,０００円、補助率：対象経費の１/２

議
員
参
加
研
修
報
告

▼
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
全
国
町
村
議
会
議
長
会
主

催
）

・
日
時　
９
月
25
日
（
水
）

　
13
時
～
16
時
40
分

・
場
所　
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル・
講
師
及
び
テ
ー
マ

①
（
一
社
）
日
本
経
営
協
会

講
師
・
元･
小
美
玉
市
行
政

職
員　
中
本　
正
樹　
氏　

「
読
ま
れ
る
議
会
広
報
紙
の

作
り
方
」

②
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
・(

公
社)

日
本
広
報
協
会

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
平
本�

久
美
子　
氏　
「
パ
ッ
と
伝

わ
る
広
報
紙
に
！
や
っ
て
は

い
け
な
い
デ
ザ
イ
ン
講
座
」

③
埼
玉
県
寄
居
町
議
会　
議

会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
委

員
長　
鈴
木　
詠
子　
氏　

「「
読
ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り

に
出
す
意
味
な
し
」
聴
く･

動
く
寄
居
町
議
会
の
挑
戦
」

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
の
北
村
和
士
委
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

▼
足
柄
上
郡
町
村
議
会
議
長

会
議
員
交
流
視
察
研
修　
南

足
柄
市
議
会
合
同
研
修
会

・
日
時　
11
月
７
日
（
木
）

　
14
時
～
16
時

・
場
所　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
い
ず

・
内
容　
伊
豆
市
伊
豆
の
国

市
廃
棄
物
処
理
施
設
「
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず
」
事
業

経
緯
等
説
明
及
び
施
設
視
察

▼
第
68
回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会
（
全
国
町
村
議
会
議

長
会
主
催
）

・
日
時　
11
月
13
日
（
水
）

　
12
時
～
14
時
30
分

・
場
所　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

・
内
容　
地
方
自
治
の
精
神

と
原
則
に
立
ち
、
住
民
自
治

に
基
づ
く
個
性
と
活
力
に
満

ち
た
町
村
の
実
現
を
期
す
る

た
め
、
各
種
要
望
、
決
議
等

を
行
い
ま
し
た
。

・
講
師
及
び
テ
ー
マ

　
中
央
大
学
法
科
大
学
院
教

授　
森
・
濱
田
松
本
法
律
事

務
所
客
員
弁
護
士　
野
村　

修
也　
氏　
「
地
方
創
生
成

功
の
鍵
」

▼
自
治
功
労
者
表
彰
式
・
町

村
議
会
議
員
研
修
会
（
神
奈

川
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）

・
日
時　
11
月
19
日
（
火
）

　
13
時
15
分
～
15
時
30
分

・
場
所　
大
井
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

・
表
彰
内
容　
県
内
町
村
議

会
議
員
10
人
が
表
彰
（
11
年

以
上
議
員
と
し
て
地
方
自
治

の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
者
）

さ
れ
ま
し
た
。

・
講
師
及
び
テ
ー
マ

　
常
滑
市
副
市
長　
山
田　

朝
夫　
氏　
「
流
し
の
公
務

員
、
霞
が
関
か
ら
現
場
の
旅

へ
」

クリーンセンターいず

栃木県野木町が本町を視察
　10月30日に、野木町議会の総務経済常任委員会
委員４人と執行部１人、議会事務局１人が、松田町
を視察研修に訪問され、まちづくり・定住少子化・
デマンド交通について視察をされました。

兵庫県稲美町が本町を視察
　11月12日に、稲美町議会の議員４人が、松田町
を視察研修に訪問され、空き家発生予防事業、空き
家解体事業費補助制度について視察をされました。
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第５回  松田町議会臨時会審議結果一覧（11月28日）
◯全員賛成で可決した議案� ※�平野由里子議長は採決には加わらない。
議案等番号 議案名等

議案43 松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
◎人事院勧告に準じた条例改正

議案44 松田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
◎人事院勧告に準じた条例改正

議案46 令和６年度松田町一般会計補正予算（第５号）
◎条例改正に伴う人件費等の補正予算

議案47 令和６年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
◎条例改正に伴う人件費等の補正予算

議案48 令和６年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）
◎条例改正に伴う人件費等の補正予算

議案49 令和６年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
◎条例改正に伴う人件費等の補正予算

議案50 令和６年度松田町上水道事業会計補正予算（第１号）
◎条例改正に伴う人件費等の補正予算

議案51 令和６年度松田町寄簡易水道事業会計補正予算（第１号）
◎条例改正に伴う人件費等の補正予算

議案52 令和６年度松田町下水道事業会計補正予算（第１号）
◎条例改正に伴う人件費等の補正予算

△賛成・反対があった議案 ○…賛成　●…反対　可…可決　採…採択

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北

村

和

士

武

尾

哲

治

吉

田
　

功

中
津
川�

定
雄

秋
田
谷�

光
彦

古
谷�

星
工
人

田

代
　

実

井
上　

栄
一

南
雲�

ま
さ
子

飯

田
　

一

寺

嶋
　

正

議案45
松田町国民健康保険条例の一部を改正する条例
◎マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴う条例改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情2
「氏姓の選択可能な婚姻制度」について法制化を求める意見
書を、国に提出する事を要望する陳情（総務文教常任委員
会報告）

採 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ● ○

第
５
回
臨
時
会

の
抜
粋　
　
　

▼
陳
情
２
「
氏
姓
の
選
択

可
能
な
婚
姻
制
度
」
に
つ
い

て
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

を
、
国
に
提
出
す
る
事
を
要

望
す
る
陳
情
（
総
務
文
教
常

任
委
員
会
報
告
）

　
第
３
回
定
例
会
で
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
し

継
続
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
多
様
性
を

認
め
る
社
会
の
中
で
の
個
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
尊

重
の
観
点
か
ら
、
本
陳
情
に

つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
委
員
会
報
告
を
行

い
、
討
論
を
行
っ
て
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
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陳情第２号　「氏姓の選択可能な婚姻制度」について法制化を
 求める意見書を、国に提出する事を要望する陳情 【討論】
反対討論 飯田　一　議員
　私は令和６年第３回議会定例会において付託された
陳情第２号「氏性の選択可能な婚姻制度」について法
制化を求める意見書を国に求める総務文教常任委員会
の報告について反対の立場から討論を行います。
　女性の社会進出が進み、結婚後も同じ姓で仕事を続
けたいと望む女性が増えたことなどを背景に、個人の
意思を尊重し、男女平等を推進する考えに対して、こ
れを否定するものではありません。
　しかし、この制度を導入するにあたり、いろいろな
問題が沸き上がることも否めません。
　一つには子どもの問題があります。両親が夫婦別姓
を選択した場合、子どもの姓はどうなるのか、どちら
の親の姓にするのか、アイデンティティを大事に考え
る人は,生まれた子どもに自分の姓を引き継がせたい
と思い、夫婦の間でもめるのではないでしょうか。
　ドイツでも夫婦別姓に法律を変えてから３０年がたち
ますが、夫婦別姓を選択した夫婦は１７．７％であり、
８０％以上が同姓を選択しています。イギリスでは１０％
以下だということです。その子どもがおおきくなり、
小学生、中学生になった場合、ほとんどの子どもが親
と同じ苗字なのに、夫婦別姓を選択した夫婦の子ども
は親と苗字が違うという事でイジメなどに合わないで
しょうか。子どもにとって好ましくない影響が心配さ
れます。
　よく外国ではみんな夫婦別姓のように言われます
が、トランプ、オバマ、ブッシュなどアメリカの歴代
大統領の家族はみんな夫の姓、ヒラリー・クリントン
も夫の姓を名乗り、サッチャー、メイなど歴代イギリ
ス首相も夫の姓、メルケル・ドイツ元首相のメルケル
は離婚した夫の姓を名乗っています。
　また、過去に他民族から侵略された歴史はありませ
んが、中国や西欧では紛争の歴史であり、強い国が、
弱い国を虐げ王朝が次々変わり負ければ民族皆殺しと
いったこともありました。今でもそのような紛争が起
こっています。そして、現在、多くの国では、様々な

人種的、民族的背景を持つ人たちが、ともに暮らして
いることの方が普通になりました。そのために自分の
ために別姓を残しました。
　夫婦別姓は伝統的には英国の上流階級の家庭で行わ
れていた習慣ですが、男女平等の観点から、より多様
な背景を持つ若いカップルの間では夫婦別姓の動機づ
けとなっているようです。
　家族の一体感の維持、伝統と文化の尊重、法的・行
政的な混乱の回避、など夫婦別姓制度導入による社会
的影響へのリスクも懸念されていることから、様々な
意見を踏まえたうえで議論することが必要と考えま
す。
　国民の間には様々な意見があり、夫婦別姓制度は賛
成、反対など、簡単に二者択一で判断を下せる問題で
はありません。通称使用の拡大、一部夫婦別姓の法制
化など対応策はいろいろあると思います。
　今、国会では法務委員会で夫婦別姓制度の問題につ
いて、活発な論議が行われようとしています。
　香川県では「選択的夫婦別姓制度」について県内す
べての議会で「議論の活性化を国に求める意見書」が
可決、提出されています。
　県内では神奈川県議会、横浜市議会も同様の意見書
を提出しております。
　夫婦別姓は社会の根幹にかかわる問題であり、国
会において、民法第７５０条（夫婦の氏）、民法第７３９条

（婚姻の届け出）など関係する法律改正をはじめ、戸
籍制度等の社会的な影響も含めて深く慎重に論じられ
なければいけない問題と考えます。
　ゆえに、今時点での「氏姓の選択可能な婚姻制度」
について法制化を求める意見書の提出について反対を
します。
　夫婦別姓制度の拙速な導入を避け議論の活性化を国
に求めるべきです。議員の皆様のご賛同をお願いいた
しまして反対討論とさせていただきます。

賛成討論 寺嶋　正　議員
　現在の民法では、婚姻届出に際して、夫または妻の
いずれか一方が必ず氏を改めなければなりません。現
実には夫の氏を選び、妻が氏を改める例が圧倒的多数
であります。ところが女性の社会進出等に伴い、改氏
による職業生活上や日常生活上の不便・不利益、アイ
デンティティの喪失など様々な問題が指摘されてきた
ことなどを背景に、選択的夫婦別氏制度の導入を求め
る意見があります。また、改姓に必要な事務手続きに
手間と費用がかかるなど、企業や働く人の負担が大き

く、経済界からもその影響を懸念し法制化を求める声
が上がっています。氏姓の選択可能な婚姻制度の導入
は希望する夫婦が婚姻後にそれぞれ婚姻前の姓を名乗
ることも認めるというものです。
　すでに、地方議会で導入を求める意見書は４００件以
上にのぼっており、男女が共に活躍できる社会実現の
ためにも、氏姓の選択可能な婚姻制度を法制化する一
助となるよう本陳情に賛成の討論とします。
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議 員 行 政 視 察 報 告議 員 行 政 視 察 報 告
日 時　　令和６年10月16日～18日
参 加 者　　�井上　栄一、田代　実、平野　由里子、
　　　　　　古谷　星工人、秋田谷　光彦、中津川　定雄
視察場所　　香川県高松市、愛媛県松山市、広島県尾道市

　
町
で
進
め
て
い
る
「
新
松

田
駅
周
辺
整
備
事
業
」
に
関

連
し
、
再
開
発
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
先
進
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
行
政
視
察
を

行
っ
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
平
成
元
年
頃
か
ら
再
開
発

事
業
の
検
討
を
始
め
、
全
長

４
７
０
ｍ
の
商
店
街
を
A
～

G
の
７
つ
の
「
街
区
」
に
ゾ

ー
ニ
ン
グ
し
、
全
て
の
街
区

を
対
象
と
し
た
再
開
発
を
段

階
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
18
年
に
A
街
区
の
再
開
発

ビ
ル
が
完
成
し
た
の
を
皮
切

り
に
A
・
B
・
C
・
G
街
区

の
整
備
が
完
了
し
、
ド
ー
ム

型
広
場
や
飲
食
店
、
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
、
医
療
施
設
、
住

居
施
設
な
ど
が
既
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
再
開
発
事
業
の
特
徴

は
、
地
元
住
民
が
中
心
と
な

っ
て
第
３
セ
ク
タ
ー
の
「
ま

ち
づ
く
り
会
社
」
を
設
立
し
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
が
商
店
街

全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て

お
り
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
な
っ
て
保

留
床
を
取
得
し
再
開
発
ビ
ル

を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
事

業
用
地
で
す
。
一
般
の
再
開

発
で
は
土
地
は
売
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
商
店
街

で
は
60
年
の
「
定
期
借
地

権
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

地
権
者
は
、
所
有
権
は
手
放

さ
な
い
ま
ま
、
利
用
権
だ
け

を
放
棄
す
る
と
い
う
も
の
で
、

60
年
が
経
過
し
た
ら
建
物
は

解
体
し
土
地
は
更
地
に
し
て

地
権
者
に
戻
す
仕
組
み
に
よ

り
合
意
形
成
が
で
き
た
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
民
間
主

導
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
は

全
国
で
も
初
の
試
み
で
あ
り
、

地
域
再
生
大
賞
な
ど
を
受
賞

し
て
い
る
特
色
の
あ
る
再
開

発
で
し
た
。

�　
松
山
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
ま
ち
づ
く
り
は
、
公
共
交

通
や
医
療
、
商
業
施
設
が
近

く
に
存
在
し
、
外
出
が
し
や

す
い
、「
歩
い
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
質
の
高
い
都
市

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
街
や
花

園
町
通
り
で
は
、
慢
性
的
な

路
上
駐
車
や
自
転
車
の
放
置
、

ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽
化
、
歩

行
者
通
行
量
の
減
少
な
ど
、

商
業
の
低
迷
、
景
観
の
悪
化

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
片
側
２
車
線
の

道
路
を
１
車
線
に
し
、
そ
の

分
歩
道
を
広
く
す
る
な
ど
道

路
空
間
の
再
配
分
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
転

車
に
配
慮
し
た
空
間
を
創
出

し
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
の
過

程
に
お
い
て
は
、
公
民
学
の

連
携
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
有
識
者
・
関
係
者
と
の

懇
談
会
、
模
型
に
よ
る
空
間

の
確
認
が
行
わ
れ
、
社
会
実

験
で
は
交
通
や
に
ぎ
わ
い
創

出
の
効
果
検
証
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

②　
道
後
温
泉
周
辺
地
区
で

は
、
観
光
客
が
滞
留
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
や
道

後
温
泉
本
館
と
商
店
街
の
接

続
が
悪
い
等
の
課
題
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、�

自
動
車
と

歩
行
者
の
主
動
線
を
分
離
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
安
全
な
回

遊
動
線
・
滞
留
空
間
が
確
保

さ
れ
、
ぶ
ら
り
歩
き
の
で
き

る
空
間
づ
く
り
や
ゆ
と
り
・

に
ぎ
わ
い
空
間
が
確
保
さ
れ

ま
し
た
。

③　
松
山
市
駅
は
１
日
約
３

万
人
の
乗
降
客
が
行
き
交
う

場
所
で
す
が
、
駅
前
広
場
は

歩
行
者
動
線
の
分
断
や
交
通

渋
滞
、
路
線
バ
ス
と
タ
ク
シ

ー
・
一
般
車
の
輻
輳
、
放
置

自
転
車
や
狭
小
な
交
流
広
場

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
に
広
場
の
改
変

構
想
を
公
表
し
、
交
通
へ
の

影
響
や
賑
わ
い
創
出
の
効
果

な
ど
を
分
析
・
評
価
す
る
社

会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
に
駅
前
広
場
の

施
設
配
置
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
、

広
場
内
の
交
通
ル
ー
ル
変
更

な
ど
を
示
し
た
「
実
施
計

画
」
を
公
表
後
、
工
事
に
着

手
し
令
和
８
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
２
は
、「
県
営
上
屋
（
う

わ
や
）
2
号
倉
庫
」
と
い
う

名
称
の
海
運
倉
庫
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
、
２
０
１
４
年

3
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
中
の
ち
い
さ
な
ま

ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
倉
庫
の

中
に
尾
道
の
街
の
小
さ
な
建

物
が
立
ち
並
ぶ
風
景
を
つ
く

り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
街

と
の
連
続
性
や
、
尾
道
ら
し

さ
を
こ
の
場
所
に
つ
く
る
こ

と
を
大
切
に
考
え
、
ホ
テ
ル

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、

ベ
ー
カ
リ
ー
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
自

転
車
の
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
。

　
地
元
の
地
域
お
こ
し
を
担

う
若
い
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
代

表
と
な
り
運
営
し
て
お
り
、

尾
道
・
し
ま
な
み
・
瀬
戸
内

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
と
繋

げ
て
い
く
た
め
、
地
元
の

方
々
と
の
協
働
を
通
じ
て
商

品
の
開
発
を
行
い
、
開
発
し

た
商
品
を
事
業
コ
ン
テ
ン
ツ

の
中
で
展
開
し
、
地
元
の
良

さ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

�

（
記　
中
津
川　
定
雄
）

高松丸亀町商店街
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議 員 行 政 視 察 報 告議 員 行 政 視 察 報 告
日 時　　令和６年11月11日～12日
参 加 者　　�寺嶋　正、飯田　一、南雲　まさ子、
　　　　　　吉田　功、武尾　哲治、北村　和士
視察場所　　徳島県徳島市、上勝町、神山町

�

「
新
町
西
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
」
は
市
街
地
の
空

洞
化
が
進
み
１
９
９
０
年
代

か
ら
再
開
発
が
模
索
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
新
松
田
駅
周
辺

整
備
事
業
の
集
約
施
設
部
分

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
予
算

規
模
、
経
過
、
開
発
面
積
等

が
非
常
に
類
似
し
て
い
ま
す
。

　
市
長
が
変
わ
る
度
に
揺
れ

動
い
た
再
開
発
事
業
で
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
解
体
工
事

も
始
ま
り
、
事
業
に
参
加
し

な
い
意
向
の
地
権
者
の
土
地

を
除
い
た
計
画
に
し
た
た
め
、

「
虫
食
い
」
の
よ
う
な
状
態

で
準
備
・
工
事
が
進
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
事
業
は
本

格
的
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
新
町
橋
の
南
西
エ

リ
ア
。
地
権
者
ら
で
つ
く
る

再
開
発
組
合
の
主
導
で
、
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
、

遊
覧
船
の
川
の
駅
な
ど
が
建

設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
開
発
面
積
１
．
３
ha
に
対

し
て
松
田
町
は
約
１
．
１
ha
。

資
金
計
画
の
面
で
も
新
町
西

地
区
は
１
４
０
億
円
に
対
し

て
新
松
田
駅
周
辺
事
業
の
集

約
施
設
は
１
２
０
億
円
と
金

額
も
近
く
、
新
町
西
地
区
が

１
～
２
年
先
行
し
、
松
田
町

は
こ
れ
を
追
っ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
で
す
。

　
阿
波
踊
り
や
眉
山
の
観
光

地
を
抱
え
「
徳
島
市
景
観
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
に
よ
り
、

建
築
物
の
延
べ
床
面
積
や
、

工
作
物
、
重
要
樹
木
な
ど
景

観
に
関
す
る
も
の
は
、
徳
島

市
景
観
審
議
会
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
、
再
開
発
事
業
が
、

計
画
通
り
進
む
と
、
商
業
と

観
光
が
一
体
に
な
っ
た
素
晴

ら
し
い
、
活
気
の
あ
る
町
に

生
ま
れ
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
期
待
と
と
も
に
、

新
松
田
駅
周
辺
事
業
も
観
光

面
も
考
慮
し
た
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
商
業
地
域
に
し
た
い

も
の
と
考
え
ま
し
た
。

�　
上
勝
町
は
徳
島
市
か
ら
約

40
㎞
に
位
置
し
面
積
は
松
田

町
の
約
３
倍
で
、
人
口
は
１

３
５
２
人
で
農
業
は
す
だ
ち
、

ユ
ズ
の
栽
培
な
ど
で
す
。

　
昭
和
55
年
ま
で
は
「
み
か
ん
」

が
主
要
な
農
産
物
で
し
た
が

昭
和
56
年
の
大
寒
波
に
よ
り

ミ
カ
ン
の
木
が
全
滅
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
ミ
カ
ン

に
代
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

38
年
前
（
昭
和
61
年
）
Ｊ
Ａ

職
員
の
横
石
氏
の
発
案
に
よ

り
農
家
を
個
人
事
業
主
と
し

た
「
葉
っ
ぱ
事
業
」
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
に
お
け
る
「
す
き
ま

産
業
」
と
位
置
づ
け
、
野
に

あ
る
も
の
を
採
取
し
て
出
荷

す
る
の
で
は
な
く
、
町
が
山

を
買
い
取
り
植
樹
し
た
り
、

自
分
の
山
に
苗
木
を
植
樹
し

た
り
し
て
葉
を
収
穫
し
、
出

荷
を
し
て
い
ま
す
。
農
家
さ

ん
の
平
均
年
齢
は
75
歳
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
が
市
場
関
係
者
・
消

費
者
か
ら
注
文
を
受
け
、
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
注

文
情
報
を
流
し
生
産
者
で
あ

る
農
家
が
注
文
を
受
け
商

品
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
ま
す
。

「（
株
）
い
ろ
ど
り
」
は
パ
ソ

コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
市

況
・
出
荷
・
分
析
・
出
荷
目

標
な
ど
の
情
報
提
供
や
市
場

分
析
・
営
業
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
山
間
部
を
多
く
持
つ
松
田

町
で
も
、
町
特
有
の
地
域
環

境
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を

模
索
し
た
り
、
何
か
事
業
化

を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
内

の
事
業
者
が
専
門
分
野
で
協

力
し
合
う
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。�（
記　
飯
田　
一
）

　
徳
島
空
港
か
ら
車
で
1
時

間
ほ
ど
の
山
間
に
位
置
す
る

神
山
町
は
、
人
口
５
０
０
０

人
弱
の
町
で
す
。
こ
の
町
に

は
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
企
業
が
集
ま
り
、
２
０

２
３
年
に
は
企
業
出
資
で
高

等
専
門
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。
そ
の
原
動
力
は
33
年
前
、

「
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
」
を
考

え
た
4
人
の
地
元
自
営
業
者

た
ち
の
行
動
で
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
見
る
と
、
新

し
い
動
き
は
住
民
主
導
が
最

速
・
最
短
・
最
善
と
い
う
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
町

主
導
だ
と
制
度
上
、
い
く
ら

面
白
く
て
も
、
成
功
す
る
か

分
か
ら
な
い
こ
と
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
し
に
く
い
面
が
あ

り
ま
す
。
住
民
が
楽
し
み
な

が
ら
行
動
し
、
あ
る
程
度
形

に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
の
賛
同

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
資
金
も
含
め
て
町
が

応
援
し
て
い
く
形
が
理
想
的

で
す
。

　
神
山
町
で
は
２
０
１
６
年

に
「
成
り
行
き
の
未
来
」
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
。「
こ
の
ま
ま
だ
と

ど
う
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
か
け
を
通
じ
て
現
状
を

共
有
し
、
新
た
な
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
発
掘
を
し
ま
し
た
。
松

田
町
で
も
広
報
で
特
集
ペ
ー

ジ
を
設
け
、
町
の
現
状
を
知

ら
せ
て
い
ま
す
。
理
想
の
ゴ

ー
ル
に
た
ど
り
着
く
た
め
に

は
、
現
在
地
を
町
民
と
し
っ

か
り
共
有
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

�

（
記　
北
村　
和
士
）

徳島市新町西地区市街地再開発事業完成イメージ図
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令
和
7
年
最
初
の
議
会
だ

よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今

年
は
「
巳み

年
」。
巳
は
脱
皮

を
繰
り
返
し
て
成
長
す
る
こ

と
か
ら
、「
再
生
」
の
象
徴

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
だ

よ
り
も
、
新
し
い
姿
へ
と
生

ま
れ
変
わ
る
べ
く
、
今
回

ち
ょ
っ
と
だ
け
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
で
は
、「
よ
り
開
か
れ
た

議
会
」
を
め
ざ
し
て
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
内
容
を
心
が
け
て
い
き
ま

す
。
皆
様
に
町
政
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
て
頂
く
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

�

（
北
村
）
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住みやすい町を目指して…住みやすい町を目指して…58

元寒輿会会長　原
はら

富
とみ

雄
お

さん（城山在住）

住みやすい地域の環境づくりを

令和７年 第１回定例会は令和７年 第１回定例会は
３月４日（火）開会予定３月４日（火）開会予定
ぜひ、傍聴にお越しください。ぜひ、傍聴にお越しください。

発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。

「住みやすい町を目指して」活動され
ている方や団体で、このコーナーに掲
載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡くだ
さい。

「年賀城」をご存知でしょうか。松田郵便局に
暮れからお正月にかけて年賀状の受付ポストとし
て設置されるお城です。この「年賀城」を製作し
たのが原富雄さんです。
　原さんは、１９５０（昭和２５）年に中井町で生まれま
した。実家では農家をしながら鳶職をされていま
した。ものづくりの技は専門的
に学んではいませんが、鳶の仕
事を手伝っているうちに身につ
いていきました。
　高校を卒業して、富士写真フ
イルム株式会社に勤務し、３３
歳の時に通勤の都合も考えて現
在の城山地区に住まいを構えま
した。勤務は工務部のような部
署ではありませんでしたが、機
械の取り扱いの資格、消防設備
点検の資格、冷凍機械の取り扱
いの資格、危険物の取り扱いの
資格などを必要とする部署に勤務しました。しか
し、後に様々な製作に必要とされる技術は、会社
で身につけたわけでなく、その都度独学で学んだ
そうです。２００6年に富士写真フイルム株式会社
が富士フイルムホールディングスに移行したとき
に退職し、松田郵便局に勤務しました。その時の
郵便局長に頼まれて作ったのが「年賀城」です。
　その後も、その技術を見込まれてものづくりを
頼まれたり、自ら申し出たりして、城山地域集会
施設の椅子籠の製作や中屋敷児童公園のベンチの

修復や寒田神社本殿から鳥居までの敷石の磨きを
はじめ、次々と地域の生活環境の改善に尽力され
てきました。
　また、寒田神社の神輿担ぎに参加しているうち
に、神輿の担ぎ手の会の「寒輿会」を立ち上げま
した。それまでの寒田神社の神輿渡御は、氏子総

代と評議員とで担ぎ手を集めて
いました。次第にそれでは集ま
りにくくなったため、安定した
担ぎ手の確保と総代および評議
員の負担の軽減を考え、寒田神
社神輿会を発足し、会長を務め
ました。原さんは現在も評議員
として神社の活動をサポートし
ています。現在は寒輿会会長を
御子息の貴光さんが務め、コロ
ナあけの寒田神社神輿渡御を盛
り上げました。
　原さんに地域に貢献する活動

の原動力を尋ねると、首を傾げながら、「好きだ
からだろうな」とお答えになっていました。「隣
近所の者が顔もわからない、挨拶もできないじゃ、
さびしいじゃない」とおっしゃっていました。
「無

むげのたから

價珎」ということばがあります。ほんとう
に価値のある宝は数字や形には表せないという意
味があるそうです。原さんの話をうかがっていて
そんな言葉を思い浮かべました。
 （聞き手：吉田　功）

自ら修繕されたベンチに座る原さん


